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～ 夏対策 ～

今年は５月に長雨がありましたが、梅雨の期間が２～３週間で６月中に梅雨

が明けるというかつてない年となり、長く猛暑の夏になりそうです。乳牛にと

って今年は過酷な夏となるとともに、酪農家にとっては飼料費の急高騰等もあ

り、ダブルパンチを見舞われたようなものですが、乗り切っていくしかありま

せん。夏対策をしっかり行い、乳牛の健康をしっかり維持していきましょう。

暑い夏は当然のことに、乳牛は水を大量に摂取します。乳量４５㎏の乳牛の

１日の飲水量は通常１２０～１３０㎏と言われていますが、暑い夏には２３１

㎏を摂取したという報告もありますし、乳量３０㎏の初産牛は通常１００㎏程

度の飲水が夏には１９０㎏近く摂取したという報告もあり、何れも１日で１０

０㎏近く飲水量が増加しています。飲水量が増加するということは、当然のこ

とながらルーメンから下部消化管へルーメン液が流れていくということで、そ

れに伴いルーメン微生物も大量に流れていき、ルーメン内の微生物数が減ると

いうことになります。ルーメン微生物が減ると、飼料の分解効率も低下します

ので、乳牛の栄養摂取量が低下します。夏の食欲低下に加え、飼料効率まで低

下すると、乳牛の夏バテは急速に進みますので、その対策が急務になります。



ルーメン微生物数の低下を防ぐには、ルーメン微生物の特性を理解すること

で解決します。ルーメン微生物はルーメンの中で数が減ると一定の数にまで回

復するような働きがあります。その時にルーメン微生物が増加できるよう飼料

を給与すれば、ルーメン微生物の数は回復し、飼料効率の低下が防げます。夏

の場合は大量の飲水でルーメン微生物の数が急激に低下しますので、ルーメン

微生物も急激に回復させなければなりません。飼料の給与といっても、粗飼料

よりも濃厚飼料を給与する方がルーメン微生物の回復には役立ちます。夏場に

濃厚飼料を多給すると、ルーメンアシドーシスになるのではないかと心配する

方がありますが、ルーメン液は大量の飲水で下部消化管に流れていきますので

ルーメンに酸は蓄積せず、ルーメンアシドーシスになることはありません。

また、ルーメンでは唾液から分泌される重曹を再吸収する働きがありますが

大量に飲水するような状況では、重曹の吸収が間に合わず、牛の体内での重曹

が不足しますので、夏場は重曹の給与を通常より多くしないといけません。

更に、人間もそうですが牛も夏場は塩分の補給が重要で、塩の供給量を増や

さなければなりません。重曹のことも考え合わせると、重曹入りの鉱塩などを

自由採食させることが重要になります。

一方、乳牛が夏に飼料摂取量が低下する原因は暑熱の暑さですが、具体的に

は暑熱のストレスにより、カルシウムの吸収率が低下し、カルシウム不足にな

ることで飼料摂取量が低下します。ですから、夏場はカルシウムの給与量を増

やさなければなりませんが、カルシウムは１度に大量に与えても吸収量は増え

ませんので、分離給与の場合はカルシウムの給与回数を増やす必要があり、Ｔ

ＭＲ給与の場合はカルシウム量を通常より２，３割増やす必要があります。

勿論、このような飼料給与対策と共に２４時間送風などの暑熱対策をしっか

り行わなければなりませんし、観察をいつもより密に行い、少しでも調子を落

とした牛に対しては、早め々々の処置が必要となってきます。
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